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久留米市文化財指定（有形文化財）候補

「寺徳古墳出土の小形佑製鏡鏡箔」に関する調査報告

平成 30年 12月 7日

1 指定候補の名称及ぴ種別、員数

名称 ：寺徳古tJ社出土の小形佑製鏡鏡箱

員数 ：1個

2 指定候補の所在地

久留米市諏訪野町 1830-6 久留米市埋蔵文化財センター

3 所有者（管理団体）及び住所

久留米市教育委員会（教育長 大津秀明） 久留米市城南町15番地 3

4 調査

(1) 調査の経緯と方法

経緯 ：平成 10年に国指定史跡「寺徳古瑣」の坑丘規模確認のため、重要辿跡確認調査とし

て発掘調査を実施した。開口部全面の残存状況を確認するためにトレンチを設定した

が、表土直下より鋳型が出土している。周辺からは甕棺蒻 1基が出土している。

辿構に伴う迫物ではないため、当地での鋳造の有無、時期については判断できない。

調究の方法：保管場所にて状況調査を実施。また、各地の出土品のうち、主な賓料を実見す

るとともに、比較検討を行った。また、 過去に九ヽ ）9|9|国立博物館にて、三次元計惧ljおよ

び黒斑の分析を実施している。

調査者 ：久留 米市 市民 文化 部文化財保股課江島伸彦

福岡市埋蔵文化財センター 比佐 陽一郎（平成 17年度）

(2)指定候補の概要

状態 ：残存する部分は、全体的な形状から判断して 1/2程度と考えられる。一部、破損を

受けているが、状態は良好である。

法批 ：鏡背文は直径 4.6 cm、鋭面は推定 6.0 cm 

時代 ：共伴賓料は、弥生時代後期の袋状口縁の壺と弥生時代後期から終末期に比定される甕

棺墓までの時期雁を示す。

調査によって得られた知見 ：

この鋳型に陰刻される鏡背面文様は、直径 4.6 cmで斜行状の文様が配されているもの

である。また、縁は狭緑である。追構に伴った出土ではないため、当地での鋳造が行わ

れた可能性については言及できない。石材は、実見によるものであるが石英長石斑岩で

ある。

文様から田尻義了氏の小形佑製鏡分類「重圏文鏡 l類」に当てはまり、弥生時代後期

初頭から前半に作られたものと推測される。
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(3) 調査の所見

鏡箔が出土した寺徳古墳及び鏡箔出土地点は、耳納連山より派生する扇状台地上に立地し

ている。旧竹野郡（現久留米市田主丸町）、旧生菓郡（現うきは市）の山麓からは小形佑製

鏡の出土が 9例報告されている。（註1)

鏡箔に陰刻される鏡背面文様は、直径は4.6cmと小さい狭縁で重圏文に斜行状の文様、「く」

の字状の文様が施文される。耳納北麓で採集された 9例の小形イ方製鏡は径 5~6cmのもので

鏡背文も内行花文あり当賓料の類似品は見当たらない。

文様から田尻義了氏の小形｛方製鋭の分類「重圏文鍛 I類」（註2)に分類されるもので、弥

生時代後期初頭から前半に比定されている。また、この面の反対恨llには径6cm程度の鏡面鋳

造跡が残っており 、同時期に別種類の鏡を鋳造していることが伺われる。黒色部分が実際に

使用した痕跡であるかについては、過去に比佐氏によって調査報告されている。（註3)

その方法については、微小領域用の蛍光 X線分析装置を用いて、鏡背文様側において文様

滞内に残る暗褐色付着物を分析するものである。この結果よ り周囲よりも強い銅、 錫、鉛の

反応やカルシウムの存在を確認したことから、使用された状況を示すものと判断されている。

5 指定の理由

弥生時代後期において、鋳型の出土事例は各所より報告されているが、胄銅器、鉄器製造

の痕跡については、須玖辿跡群、吉野ケ里辿跡等の一部の辿跡に限定される。また、鏡箔に

ついては、須玖辿跡群を中心とした福岡平野の一部に限定されており、当賽料と筑前町ヒル

ハタ辿跡の 2例のみが筑後川流域からの事例となる。

この 2例については、使用済の鋳型を砥石に転用して、各地域に配布していたとの考えも

あり (it4)、実際に当該地で鋳造が行われた可能性についてまでは言及できない。 しかし、

弥生時代後期のクニグニのネッ トワークを考察する上で貴重な資料といえるため、久留米市

指定有形文化財として指定し、永く保存活用されるべきものである。

註 1 片岡宏二 1996「村の成立と古代国家」『田主丸町誌』 2巻ムラ とムラビト上 田主丸町

註 2 田尻義了 2004「弥生時代小形佑製鐙の生産体制論J『日本考古学』 11巻 18号 日本考古学協会

註 3 比佐陽一郎 2005「鋳造関連i,i料における使用痕跡の保存科学的調査（予察）」『鋭箔研究』 III奈良県立楢原考古学研究所 ・ニ

上古代鋳金研究会

註 4 後藉直 2000「鋳型等の鋳造関係辿物による弥生時代柑銀器の編年 ・系陪 ・技術に関する研究」平成 10・ 11年度科学研究費tili

助金研究成果報告
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三次元計測図

小形1方製鏡鏡箔

（上段及び下段は湯口からみた側面）
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久留米市文化財指定（有形文化財）候補

「隈山 2号墳出土のくちなし玉」に関する調査報告

平成30年 12月7日

1 指定候補の名称及び種別、員数

名称：籠闊 2募籟屈笠のくちなし呈

員数： 15個

2 指定候補の所在地

久留米市諏訪野町1830-6 久留米市埋蔵文化財センター

3 所有者（管理団体）及び住所

久留米市教育委員会（教育長 大津秀明） 久留米市城南町15番地3

4 調査

(1)調査の経緯と方法

経緯：平成24年、都市計画道路整備に伴う事前の発掘調査において、隈山古墳群の 2 • 3 

号墳の発掘調査を実施した。 2号墳は直径約 22mの円墳で、 内部主体は複室構造の

横穴式石室である。盗掘を受け石室上半部は崩壊していたものの、玄室を中心に多く

の副葬品（土師器、須恵器、馬具、武器類、エ具類、装身具、玉類など）が出土して

いる。これらのうち、 玉類の種類と拡は豊富で、瑶瑞玉、琥珀製棗玉、切子玉、勾玉、

管玉、ガラス玉の他、銀製くちなし玉が出土している。銀製くちなし玉は福岡県内で

は出土例がなく、全国的にも希少なものである。

調査の方法 ：保管場所にて状況調査を実施。また、各地の出土品のうち、主な資料を実見す

るとともに、比較検討を行った。また、材質を確定するため、九州歴史賓料館

において蛍光X線分析を実施した。

調査者 ：久留米市市民文化部文化財保股課神保公久

(2)指定候補の概要

状態：完形品 7点、 一部欠損品 8点、残欠 9点が出土した。銀製のため腐食が少なく、状態

は良好である。

法批：直径 13.5~15. 5mm、孔径 1.5mm、重さ 1.5 gと規格性が商い。

時代 ：共伴資料は 6世紀末～ 8世紀前半までの時期幅を示す。

調査によって得られた知見：

くちなし玉は「栃子玉」「叫疱子玉」などと表記され、出土した古瑣は管見の限り、

全国で 26例程度である。内部が中空となる空玉の一種で、材質は銀製や青銅製があ

り、鍍金 ・鍍銀される場合がある。本例は銀製で、鍍金 ・鍍銀の痕跡は認められない。

鏑は 8単位で揃っており、中央には孔が認められる。奈良県広陵町の牧野古墳出土例
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では銀糸を通して連ねており、同様の使用例が想定される。破損して 2つに割れた喪

料を観察すると、型押しで整形したのち、 2つの同型の部品を接合した痕跡が認めら

れる。外面からは接合痕跡はほとんど認められない。製造方法は解明されていないも

のの、大阪府羽曳野市裕ヶ塚古墳出土の銀製空玉の検証では、水銀アマルガム法が想

定されており、くちなし玉も同様の製作方法が想定される。なお、原材料は蛍光X線

による分析の結果、銀製と判明している（九州歴史資料館の協力による）。

(3)調査の所見

隈山古墳群 2号墳は、耳納山地西端に位四する高良山から派生した丘陵の最高所に立地す

る。瑣丘規模から同古墳群における盟主的な位置付けが可能で、元来はさらに豊富な辿物が

副葬されていたものと思われる。くちなし玉は復元可能なもので 15個体出土しているが、

県内では出土例がない。九州島内では出土例がなく、長崎県壱岐市の双六古瑣で 1個体、同

市笹塚古墳で 1個体出士している。全国での出土した古墳は、関東地方で 3基、 中部地方で

5基、近畿地方で 12基、中国地方で 1基、四国地方で2基であり、本例も含めて合計 26 

基と極めて稀少である。くちなし玉が出土した古瑣は、奈良県生駒郡斑鳩町の藤ノ木古墳、

同広陵町の牧野古墳など皇族との関連が指摘されているものや、兵皿県川西市の勝福寺古坑

や茨城県小美玉市の玉里舟塚古墳など、各地域を代表する前方後円坦などの主要古坑が多い。

一方で、奈良県桜井市の風呂坊古墳群や隈山古墳群のように群集墳中の中 ・小型古瑣も認め

られるが、風呂坊古瑣群は被葬者に鉄器生産にかかわる渡来系集団が想定されており、ヤマ

ト政権との関連も指摘されている。年代は6世紀前半～ 7世紀前半と想定されているが、 6

世紀後半の例が多く、隈山 2号墳も近い年代と想定される。

6世紀の筑後地域の出来事として、『日本曹紀』などに記載のある継体 21 (527)年

の筑紫君磐井の乱が上げられる。この乱を前後して国造制が成立し、全国の重要な拠点にミ

ヤケが設置されるなど、ヤマト政権による地方支配制度が変質 ・強化されたと考えられてい

る。乱後、筑後地域には大伴氏や物部氏が進出し、部民が設四されたと考えられており 、現

在も地名などに名残が窺える。一方、時期は下るが、隈山古瑣群が所在する御井郡の郡司と

して、『高隆寺縁起』弘仁元年 (81 0) には草部氏が見える。草部氏は全国的に認められ

る軍事的部民で、磐井の乱後の畿内系氏族による支配が強化されるのに際し、部民として設

置された可能性も想定される。畿内を中心に出土するくちなし玉は、畿内系氏族の部民とし

て設四された草部氏に関連する可能性も想定され、大和政権とのつながりの中でもたらされ

た可能性が考えられる。

以上のように、隈山 2号瑣のくちなし玉は、筑紫君磐井の乱の筑後地域の社会情勢と御井

郡が律令制下において筑後国府が設四されるなど、政治的要衝として発展していく過程を考

える上で、重要な意義を持つものと思われる。

5 指定の理由

隈山 2号坦出土のくちなし玉は、出土例の希少性と良好な保存状況から、歴史的賓料とし

て価値が高く、久留米の古墳時代後期から律令国家の成立期にかけての社会情勢を考える上

で貴重な資料である。よって、市指定文化財として永く保存活用されるべきものである。
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▲隈山2号墳のくちなし玉（集合）

▲隈山 2号墳のくちなし玉（単体） ▲隈山2号墳のくちなし玉（内面）
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隈山 2号墳出土のくちなし玉実測図
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隈山2号墳出土くちなし玉一党表

No 種別 最大径 ／旱さ 孔径 色 遺物登録番号 元・欠 不オ買

1 くちなし玉 15. 0 15.0 (2. 5) 黒褐 201225000032 完 銀

2 くちなし玉 15. 0 15. 0 1. 5 黒褐 201225000033 完 銀

3 くちなし玉 15. 5 14.0 1. 5 黒掲 201225000034 仁
銀元

4 くちなし玉 15. 0 13. 5 1. 5 黒褐 201225000036. 完 銀

5 くちなし玉 14. 5 15.0 2.0 黒褐 201225000037 - 銀フ

6 くちなし玉 15. 5 15.5 1. 6 黒褐 201225000038 完 銀

7 くちなし玉 15. 0 14.5 1. 4 黒褐 201225000039 完 銀

8 くちなし玉 14. 0 (15. 0) 2.0 暗赤灰 201225000176 欠 銀， くちなし玉 15. 5 15. 0 1.5 暗赤灰・昂褐 201225000177 欠 銀

10 くちなし玉 15. 0 14. 0 1. 4 暗赤灰 201225000178 欠 銀

11 くちなし玉 15. 0 14.0 2.0 赤灰 201225000179 欠 銀

12 くちなし玉 16.0 (14. 0) 2. 0 暗赤灰 201225000181 欠 銀

13 くちなし玉 10.0 17.0 l. 5 紫黒 201225000155 欠 銀

14 くちなし玉 15.0 (9. 0) 暗赤灰 ・褐 201225000180 欠 銀

15 くちなし玉 (14. 0) (1. 1) 黒褐 201225000035 欠 銀
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「くちなし玉」出土古墳一覧

地図
古墳名 地名 墳形 時期

No  

1 隈山 2号墳 福岡県久留米市 円墳 6世紀後半

2 風返稲荷山古墳 茨城県かすみがうら市 前方後円瑣 7世紀前半

3 玉里舟塚古墳 茨城県小美玉市 前方後円墳 6世紀中頃

4 九条塚古坑 千策県富津市 前方後円坑 6世紀中頃

5 小丸山古坑 長野県諏訪市 円瑣 7世紀初頭

6 雲彩寺古墳 長野県飯田市 前方後円坦 6世紀前半

7 賤機山古培 静岡県静岡市 円墳 6世紀後半

8 磯辺大塚古墳 愛知県嬰橋市 円瑣 6世紀後半

， 天保 1号坑 三重県松坂市 円培 6世紀中頃

10 甲山古墳 滋賀県野洲市 円瑣 6世紀前半

11 藤ノ木古坑 奈良県生駒郡斑鳩町 円瑣 6世紀後半

12 牧野古坑 奈良県北葛城郡広陵町 円坑 6世紀後半

13 風呂坊古瑣群 奈良県桜井市 円瑣 6世紀？

14 悔北塚古坑 大阪府茨木市 円墳？ 6世紀後半

15 大日山 35号墳 和歌山県和歌山市 前方後円坑 6世紀中頃

16 将軍塚古収 和歌山県和歌山市 前方後円瑣 6世紀後半

17 鳴滝 1号墳 和歌山県和歌山市 円瑣 6世紀中頃

18 勝福寺古墳 兵廊県川西市 前方後円墳 6世紀中頃

19 上山 5号瑣 兵廊県朝来市 円瑣 6世紀後半

20 東山 10号墳 兵血県多可郡中町 円墳 7世紀前半

21 袋尻浅谷 1号瑣 兵廊県たつの市 不明 6世紀末

22 唐樅古墳 広島県庄原市 前方後円瑣 6世紀後半

23 土坦原 14号墳 愛媛県松山市 円墳？ 6世紀後半

24 河内奥ナルタキ 1号墳 愛媛県西予市 円墳 6世紀後半

25 双六古墳 長崎県壱岐市 前方後円坦 6世紀後半

26 笹塚古墳 長崎県壱岐市 円坦 6世紀後半

I 1 
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久留米市文化財指定（有形文化財）候補

「高三瀦遺跡出土の小銅鐸」に関する調査報告

1 指定候補の名称及び種別、員数

名称：高三瀦辿跡出士のポ籟籍

員数 ：1個

2 指定候補の所在地

久留米市諏訪野町 1830-6 久留米市埋蔵文化財センター

3 所有者（管理団体）及び住所

平成30年 12月7日

久留米市教育委員会（教育長 大津秀明） 久留米市城南町15番地3

4 調査

(1)調査の経緯と方法

経緯 ：平成 26年、開発に伴う事前の発掘調査として、高三瀦辿跡第4次調査を実施した。

この調査は調査面和約 72niと狭いながらも、調査区の約半分を上端幅約 3m、深さ

約 lmの大溝が占めており、約 100箱に及ぶ多姑の辿物が出土している。小銅鐸はこ

の大猫上陪から、廃棄された多砒の土器とともに出土している。

調査の方法 ：市内の調査事務所において出土時点の実測と写真撮影を実施し、あわせて出土

事例を調査した。その後、九州歴史賽料館においてCTスキャナーにて残存状

況を確認した。また、材質に含まれる鉛同位体比測定を実施し、鉛同位体比法

を用いた産地の推定を行った。

調査者 ：久留米市市民文化部文化財保護課神保公久 小川原励

(2) 指定候補の概要

状態 ：鯖化が進んでおり残存状況は悪い。CTスキャナーによる観察では、上部と側面が破

損していることが明らかとなった。一方で、裾部の型持孔が明瞭に確認できるなど、

原型は比較的良好に保っている。

法磁 ：商さ 6.6c m、裾部幅 4.0 C ITT、厚さ 2.7c mで、小銅鐸としては平均的な大きさであ

る。

時代 ：溝上恩に含まれる共伴賓料は弥生時代後期前葉～終末期までの時期幅を示す。

(3)調査の所見

高三瀦迫跡は、筑後川中流域の標高 6mの低台地上に立地する。地形から南北約 750、東

西約 950mの範囲に広がっているものと思われ、採集された土器から北部九州の弥生時代後

期前菓の標識土器「高三瀦式土器」が設定されている。近隣の御廟塚貝塚からは、江戸時代

1 3 



に銅剣の出土が伝えられるなど、青銅器の出土地としても注目されてきたが、近年まで発掘

調査は実施されておらず辿跡の内容は不明であった。しかし、平成 25年度以降、これまで

8次に及ぶ調査が実施されており、徐々に追跡の解明が進みつつある。

小銅鐸の出土例は全国で約 60例が知られ、九州では 15例、 福岡県内では 11例がある。

近隣では、佐賀県鳥栖市本行追跡で 1点の出土が知られるが、筑後地域では初出土で、筑後

川以南では稀少な出土例となる。祭祀具とされる銅鐸の小型品と考えられているが、中国漢

代の馬鈴から朝鮮半島で 「朝鮮式小銅鐸」として発展したとする説もあり、実際の使用法な

ど機能面では解明されていない。ただし、紐を通す部分や内部から舌が出土した事例も確認

されており（嘉麻市原田辿跡、糸島市浦志 A迫跡）、実際に鳴らして使う実用的な使用法も

想定されている。

市内での弥生時代青銅器の出土例は、銅剣4口、銅矛 5口、銅鏡 7面と少なく、小銅鐸は

初出士である。これらは、北野町良稼追跡と高三瀦辿跡など拠点的な集落追跡に集中して出

土する傾向が窺え、本追跡の重要性を示唆している。また、市内東合川町の新府迫跡出土の

鋳型が小銅鐸の鋳型として『久留米市史』（第 12巻）に紹介されているが、小銅鐸ではなく

銅矛などの鋳型である可能性が指摘されている。

なお、日鉄住金テクノロジー株式会社に委託した鉛同位体比法を用いた原材料の産地推定

の結果では、これまで行われてきた 21例の分析結果との比較から、中国華北産の鉛が使用

された可能性が高いことが指摘されている。原材料の入手ルー トや製作地の問題などは今後

の課題である。

以上のように、高三瀦追跡出土の小銅鐸は、弥生時代の青銅器生産や流通、筑後川以南に

おける青銅器文化の研究、社会情勢を考える上で重要な意義を持つものと思われる。

5 指定の理由

高三瀦追跡出土の小銅鐸は、筑後地域での青銅器出土例の希少性と 、性格不明な小銅鐸の

機能を解明する上でも良好な資料である。弥生時代後期における青銅器文化と社会情勢を考

える上で貴重な歴史資料であり、市指定文化財として永く保存活用されるべきものである。

1 4 



▲小銅鐸

▲小銅鐸CT画像①
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▲小銅鐸CT画像①

▲小銅鐸CT画像③
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小銅鐸出

loo 

▲高三瀦遺跡第 4次調査 調査風景（南東から） ▲高三瀦遺跡第4次調査地全景（東から）

▲出土状況（北西から） ▲出土状況（北西から）



小銅鐸出土地一覧表
逍舒名 地名 出土這構 廃絶時期 高さ(cm) 文様 鯰 指定

1高三瀦遺節 撞岡県久1¥'1米市 溝 弥生後～期終末 66需 有

2上日置女夫木遺跡 熊本県八代市 弥生中期 53無 無

3多武尾遺跡 大分県大分市 溝 弥生終末 55需 慧

4月9府遺跡 大分県字佐市 竪穴遠物 弥生後期 118無 無

5本行逍絣 佐賀県鳥栖市 溝 弥生後期 49鶯 有 県指定

6立明寺遺跡 播岡県筑i"野市 溝 弥生後期 4無 無

7原田遺跡 揖岡県嘉麻市 木棺蘊 弥生中期 55斜格子文 無 県指定

8比恵遺跡 揖岡県11岡市鳩多区 井戸 弥生終末以降 53無 無

9元岡・桑原遺筍群 ll岡県ll岡市西区 溝 弥生後期 65無 無

10 元岡•桑原遺筍群 II岡県濯岡市西区 渭 弥生後期 7需 無

11井尻B遺跡 II岡県濯岡市闇区 竪穴廷物 弥生後期 53無 無

12板付遺跡 揖岡県1ll岡市博多区 竪穴直物内ビット 弥生後期 7 6需 無 市指定

13今宿五郎江遺跡 揖岡県橿岡市西区 土坑 ”‘ユゴ友~問...., 66需 無

14今官五郎江逍節 揖岡県揖岡市西区 溝 弥生中~期1名●9 13 5撫 無 市指定

15溝志遺跡 濯岡県糸島市 溝 弥生後～期終末 6 55需 無

16大南遺節 ll岡県春日市 溝 弥生後期 94裟裟擢文 無

17弘田川西津遺筍 香川県善通寺 包含層 弥生後簡 4無 無

18伝 江原遺郎 伝也島県美鳥市 表採 62鶯 需

'19横寺逍跡 岡山県総社市 竪穴1lけ 弥生 55無 需

20足守川矢部南向遺踏 岡山県倉敷市 竪穴遠物内土坑 弥生後期 642無 需

21下市瀬逍的 岡山県真Ill市 • 井戸枠 奈良 66無 賓 市指定

22長瀬高浜遺跡 鳥敢県東伯郡湯梨浜町 竪穴遠物 古墳前期 8.8渦文 有

23東把北揖遺跡 鳥取県東伯郡湯梨浜町 表採 9 25無 需

24月若遺的 兵庫県芦塁市 1古～墳古初"雌"n罰 66無 無 市指定

25高碩谷ノ郷迅跡 兵庫県三木市 溝 6無 無 市指定

26東奈良遺跡 大阪府茨木市 溝 弥生中簡後半 14 2 円形文・綾杉文・三角文 無 市指定

27上フジ逍筍 大阪府摩和田市 竪穴逍物 1弥生中～期積"Ul 35無 撫

28（柏原）本郷辺跡 大阪府柏原市 溝 弥生後期 10.5撫 無 市指定

29克弘寺遺跡 大阪府内河内郡河南町 竪穴廷物 弥生後糾 6 I無 無

30下約遺跡 滋賀県栗東市 溝 I"エ中~m1駈●● 34無 無

31松原内潟 滋賀県彦根市 弥生後期包含Ill 弥生後期 55慧 無

32志那遺跡 滋賀県互津市 潟中 12,7 袈裟禅文 有

33白浜遺跡 三重県鳥羽市 |”'年中~聞1を菖9 12需 有

34互山遺跡 三重県松坂市 1宗へ；印Pが入代の遺渭 54需 無

35余野神明下遺踏 愛知県丹波郡大口町 回人発楼 56需 無

36青木原 E遺跡 ＂岡県三島市 河庫部 戸～”古l111i●前紅 12 6 綾杉文 有 市指定

37愛99向山D迅節 ＂岡県袋井市 木棺廷？ 弥生後期 75無 無

38伊場遺跡 99岡県浜松市 信人発民 7.8無

39有東遺跡（有東第一逍踏） ,9岡県'9岡市 表採 6 44無 慧

40閑峯遺跡 ＂岡慎沼津市 表採 78無 霊

41船瀑輝ヶ沢遺跡 ＂岡県宮士市 円墳石奎 古墳 6無 需

42瓜生助遺的 播井県越前市 竪穴逍枕 弥生後期 6無 需

43藤江B遺跡 石川県金沢市 溝 古墳中期 7需 撫

44内沢遺節 神奈川県平塚市 溝 古墳前期 10無 有

45河原口坊中道新 神奈川県海老名市 弥生後期 79繋 撫

46（海老名）本郷逍舒 神奈川県海老名市 竪穴辺物 古墳前期 7 9慧 無

47中郷遺跡 東京都八王子市 竪穴穫物 |”‘～エプ.. tll不inm5 3 35無 無

48高田島場3丁目 東京都新宿区 竪穴廷物 1弥～生古後ti期i11T―顧 ― 5.8無 焦 区指定

49中越遺跡 千葉県木更渾市 竪穴謹物 古墳前閉 6 35 無 需

50水神下遺跡 千葉県袖ケ浦市 流路跡 '古墳 626需 無

51文協遺跡 千葉県袖ヶ溝市 土積猛 ”‘～王古．於lネllMI 108 需 無

52大井戸八木遺的 千葉県岩渾市 土讀基 弥生後期 9 45撫 無

53軍刈遺ill<!区 千葉県市原市 竪穴辺物 古I員前期 4 95薫 県指定

54紅刈遺跡H区 千葉県市原市 方墳周溝 古墳前期 5 93慧 無 県指定

55川煉台遺的 千葉県市原市 竪穴遠悦 9ト～エ古言ミ墳不莉 1111 9,9無 有 県指定

56川焼台遺箇 千葉県市原市 竪穴廷物 弥生後期 12 25 裟裟擢・綾杉文 有 県指定

57天神大遺跡 千葉県市原市 竪穴辺物 古墳前n 68無 需

58中溝 E遺舒 群馬県太田市 竪穴辺物 古墳前期 42無 宥

59田1¥11il1踏 栃木県小山市 表採 10 3無 有
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